
学校再編だより
中和小学校

－第２号－
令和5年８月発行

旭市教育委員会教育総務課 学校再編室

７月４日（火）午後６時３０分から干潟公民館１階ホールにおいて、中和小学校地域

検討会議を開催しました。

はじめに、教育長から委嘱書の交付があり、保護者代表５名、地域住民代表４名、学

校教育関係者２名、福祉関係者４名、青少年育成関係者３名、その他教育委員会推薦者

４名の計２２名を委員として任命しました。その後、会長・副会長が選出され、会長の

進行により会議が進められました。

第２回会議開催 日時：令和５年８月２８日（月）午後６時３０分から

場所：干潟公民館１階ホール

※この会議は傍聴することができますが、会場内のスペースの関係により定員を10名とします。あらかじめ
ご了承ください。

－保護者と地域の協働による検討会議－

第１回地域検討会議の様子

今回の会議では「会議の目的と運営方法」、

「学校再編基本方針の概要」、「干潟地域の各

小学校の現状と保護者アンケート結果」につい

て、教育委員会から説明し、その後意見交換を

行いました。

委員からは「早く統合してほしい」、「より

広範囲の統合」、「もっと広域で小中一貫校」

などの意見がありました。（詳細は裏面に掲

載）

会議で出た意見をもとに、今後も中和小学校の再編について検討していきます。

第１回中和小学校の再編に係る

地域検討会議を開催しました
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【お問い合わせ先】 旭市教育委員会教育総務課学校再編室

TEL：0479-85-8614 FAX：0479-62-5855

Email：kyo-saihen@city.asahi.lg.jp

学校再編ホームページ 学校再編基本方針の説明動画 干潟地域小学校の説明動画

○小中一貫校にしたい。中学校は広域農道より北側、
できれば干潟地域に建ててほしい。

○干潟地域に小学校が１校でも残るなら、統合には
賛成。

○人数が減ってきているので統合はやむを得ない。
ただ過疎地域ということが気になるので、子どもが
遊べるような施設が欲しい。

○児童数の少なさに驚いている。早く統合して、多
い人数で生き生きとしている姿が見たい。

○早く統合してほしい。児童数が多い地域と少ない
地域の子どもは全然違う。子どものうちから小さい
社会ができるような状態の場所があったらいい。

○世界的には少人数教育に向かっている中で、日本
だけが大人数教育に舵を切っている。無理に統合し
なくてもいいと思う。

○統廃合についてはもう待ったなしだと思うが、
先々を見据えてもっと広範囲の統合のほうが無駄が
なくていいのではないか。

○大人数も良い部分と大変な部分がある。子どもた
ちが一番いい状況にしてあげられたらいい。市で人
口が増えていくような取り組みはないのか。

○運動会が半日で終わってしまうなど、自分たちの
頃は考えられなかったので早く統合したほうがいい。

○自分たちの子どものことを考えると早く統合した
ほうがいいと思うが、さらに先の未来を考えると古
城小の統合でどうなのかなとも思う。

○学童やスクールバスのことが心配だが、早く統合
はしてもらいたい。

○早く統合してほしい。スクールバスは何台で、ど
こにとまるのかが気になる。

○児童数の減少を見ると統合は必要だと思うが、中
学校の部活動を考えたときに、もっと広範囲の統合
でもいいのではないか。

○複式学級にもメリットはあると思うが、統合して
１学年１学級で生活できるような場を提供してあげ
たい。

○干潟地域の良さだったり、学校文化は新しい学校
にも引き継いでもらいたい。

○小規模校は少ない人数で教育を受けられるチャン
スとも捉えられるが、複式学級は避けなければなら
ない。３校の統合は現状ベストな案だと思う。

○児童数の減少を見ると、早く統合を進めないと子
どもたちの学びが狭くなってしまうと思う。

○複式学級を避けるためにも小学校の統合は早く進
めてもらいたいが、中学校も一緒に進めて小中一貫
がいいと思う。

○なるべく早く統合を進めてもらいたいが、過疎化
が進む中で、もっと大きな範囲での統合でもいいの
ではないか。

第１回中和小学校地域検討会議で出た主な意見

委員から出た意見を要約して掲載しています。

過去の学校再編だより
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学校再編だより
萬歳小学校

－第２号－
令和5年８月発行

旭市教育委員会教育総務課 学校再編室

７月６日（木）午後６時３０分から萬歳小学校ランチルームにおいて、萬歳小学校地

域検討会議を開催しました。

はじめに、教育長から委嘱書の交付があり、保護者代表５名、地域住民代表５名、学

校教育関係者２名、福祉関係者４名、青少年育成関係者３名、その他教育委員会推薦者

５名の計２４名を委員として任命しました。その後、会長・副会長が選出され、副会長

進行により会議が進められました。

第２回会議開催 日時：令和５年８月２９日（火）午後６時３０分から

場所：干潟公民館１階ホール

※この会議は傍聴することができますが、会場内のスペースの関係により定員を10名とします。あらかじめ
ご了承ください。

－保護者と地域の協働による検討会議－

第１回地域検討会議の様子

会議で出た意見をもとに、今後も萬歳小学校の再編について検討していきます。

第１回萬歳小学校の再編に係る

地域検討会議を開催しました

今回の会議では「会議の目的と運営方法」、

「学校再編基本方針の概要」、「干潟地域の各

小学校の現状と保護者アンケート結果」につい

て、教育委員会から説明し、その後意見交換を

行いました。

委員からは「干潟地域で小中一貫校」、「場

所を３校の真ん中・干潟中にしてほしい」、

「スピード感をもってやってほしい」などの意

見がありました。（詳細は裏面に掲載）
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【お問い合わせ先】 旭市教育委員会教育総務課学校再編室

TEL：0479-85-8614 FAX：0479-62-5855

Email：kyo-saihen@city.asahi.lg.jp

学校再編ホームページ 学校再編基本方針の説明動画 干潟地域小学校の説明動画

○萬歳小は一番離れているので、登下校の時間が気
になる。統合校の場所は干潟中辺りがいいのではな
いか。

○今後また統合の話が持ち上がるのなら、小学校も
小中一貫にしたほうがいいのではないか。

○この会議がどういうふうに進められていくのか聞
きたい。

○通学方法についての検討は早い段階で行ったほう
がいい。

○校舎の改修や新設をする際に、給食施設を併設で
きないか。給食センター方式ではなく自校方式の給
食提供を検討してもらいたい。

○統合当初は先生を多めに配置するなど、統合した
際の子どもたちの心のケアを考えてもらいたい。

○いつ統合されるというのが保護者の方たちに全然
周知されていないのが気になっている。

○３、４年前から統合の噂話は出ていたので、統合
はもう決まっているのかと思っていた。

○まだ資料を見たばかりで、今のところ特に意見は
ない。

○どこに通うことになっても子どもたちの安全が
しっかり守られていればいい。バスの運行や集合場
所などをしっかり整えてほしい。

○再編が決まった時に在校生の移動するタイミング
や担任の先生などはどうなるのか。

○距離が遠いので通学するのにどのくらいの時間の
差ができるのか気になる。真ん中の干潟中辺りが理
想的だと思う。

○まだ５年先の話なのでゆっくり考える。 ○もう統合に向けてスピード感をもってどんどん
やってほしい。

○まだよくわからない。 ○中学校は新設するという説明だったので、小学校
も一緒に造って小中一貫校にしたほうが早いのでは
ないか。

○萬歳小学校は来年150周年を迎えるが、大きな節目
となる時期を迎えている。子どもたちのために力を
尽くしていきたい。

○統合はやむを得ないと思う。資料を見る限り古城
小に行くべきなのはわかるが、通学のことを考える
と真ん中にしてほしいというのが率直な気持ち。

○統合はメリットもデメリットもあると思うので、
子どもたちにとって一番いい方向を考えていきたい。

○萬歳の人間からすると古城まで行くのにはアレル
ギーがある。干潟中に小中一貫校を建てるのが一番
問題のない方法だと思う。

○地域から学校がなくなるので、高齢者などにも事
前の周知が必要。また干潟中で小中一貫にしたほう
が地域としては抵抗感がないと思う。

○古城小も一部土砂災害警戒区域に入っているため、
この点も踏まえて統合場所の検討も必要。近隣市の
先行事例の情報提供をしてもらいたい。

第１回萬歳小学校地域検討会議で出た主な意見

委員から出た意見の一部を要約して掲載しています。

過去の学校再編だより
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学校再編だより
古城小学校

－第２号－
令和5年８月発行

旭市教育委員会教育総務課 学校再編室

７月１２日（水）午後６時３０分から古城小学校ランチルームにおいて、古城小学校

地域検討会議を開催しました。

はじめに、教育長から委嘱書の交付があり、保護者代表５名、地域住民代表４名、学

校教育関係者２名、福祉関係者４名、青少年育成関係者３名、その他教育委員会推薦者

５名の計２３名を委員として任命しました。その後、会長・副会長が選出され、会長の

進行により会議が進められました。

第２回会議開催 日時：令和５年９月４日（月）午後６時３０分から

場所：干潟公民館１階ホール

※この会議は傍聴することができますが、会場内のスペースの関係により定員を10名とします。あらかじめ
ご了承ください。

－保護者と地域の協働による検討会議－

第１回地域検討会議の様子

会議で出た意見をもとに、今後も古城小学校の再編について検討していきます。

第１回古城小学校の再編に係る

地域検討会議を開催しました

今回の会議では「会議の目的と運営方法」、

「学校再編基本方針の概要」、「干潟地域の各

小学校の現状と保護者アンケート結果」につい

て、教育委員会から説明し、その後意見交換を

行いました。

委員からは「早く統合してほしい」、「通学

路の安全確保をしてほしい」、「土砂災害対策

をしてほしい」などの意見がありました。

（詳細は裏面に掲載）
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【お問い合わせ先】 旭市教育委員会教育総務課学校再編室

TEL：0479-85-8614 FAX：0479-62-5855

Email：kyo-saihen@city.asahi.lg.jp

学校再編ホームページ 学校再編基本方針の説明動画 干潟地域小学校の説明動画

○道路の整備など、通学路の安全確保を考えてもら
いたい。

○統合まで４、５年ということだが、もっと早くな
らないのか。

○アンケートでいただいた意見に対する回答は検討
しているのか。

○すでに再編の方向性は固まっているので、要望を
まとめることを主に会議を進めてもらいたい。ここ
まできたらスピード感が大事。

○統合するということをわかっていない子どもたち
もいると思うので、子どもたちにもアンケートを
取ってどう思っているのか聞いてみたい。

○登下校の安全を第一にしてほしい。スクールバス
を出した場合、きちんと人数確認などを行ってもら
いたい。

○古城小への統合はもう決定事項だと思うところも
あるが、どこまでが決定していて、どこからが検討
できることなのかはっきりしてもらいたい。

○すでに統合を行っている他市の状況、デメリット
などを教えてもらいたい。

○できれば早めに統合してあげたほうがいいと思う。
廃校となる学校の活用に関しても、早い段階で決め
てもらいたい。

○統合になるという話を最初に聞いたのはもう随分
前なので、早く進めてもらいたい。

○子どものことを一番に考えて、早く統合を進めて
もらいたい。

○土砂災害警戒区域に入っているとのことなので、
そこの対策をしっかりしてもらいたい。

○旭のほかの地域とばらつき感がある。早く意見が
まとまれば早く統廃合するのか。

○古城小に通っている子どもたちや保護者、教職員
に不便なところや直したほうがいいところをアン
ケートを取って聞いたらいいと思う。

○安全面と子どもたちの教育の質の確保を大事にし
た統合を進めていければいいと思う。

○安全に通ってもらいたいので、バスを出しても
らったり、通学路の安全対策、土砂対策をきちんと
してもらいたい。

○小規模校の良さもある反面、同級生の固定化や意
見交換の質など苦慮する部分もある。

○古城小は土砂災害警戒区域に入っており、旧干潟
町の端に位置することから、中心部である中和地区
に新しい学校を新設することは考えられないか。

○こういうアンケートがあったことを知らなかった。 ○災害があった場合にはここが避難場所になると思
うので、土砂災害対策は早急にやってもらいたい。

○古城地区の児童にもスクールバスは出るのか。 ○スピード感をもって早く進めてもらいたい。また
中和、萬歳も含めて地域の一体感の醸成をうまく
やっていけたらいい。

第１回古城小学校地域検討会議で出た主な意見

委員から出た意見を要約して掲載しています。

過去の学校再編だより
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資料２ 
旭市学校再編地域検討会議資料 
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資料３ 
旭市学校再編地域検討会議資料 
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旭市学校再編基本方針の策定経緯 

 

将来を展望した旭市立小・中学校について、旭市の子どもたちにとってより望ましい教育環境を

提供できるよう、平成２８年より「学校のあり方検討委員会」、令和元年より「旭市学校再編計画

策定委員会」設置し、学校の再編について検討してきました。そして、令和 3年 6月に「旭市学

校再編基本方針」を発行し、地域の合意形成を図りつつ学校の再編を進めていきます。 

 

（１）学校再編基本方針策定までの流れ 

年度 内容 

H28 
旭市学校のあり方検討委員会設置 

第 1～3回旭市学校のあり方検討委員会会議 

H29 
第 4～6回旭市学校のあり方検討委員会会議 

旭市学校のあり方検討委員会提言書提出 

H30 
旭市人口推計分析業務委託 

※学校再編計画策定委員会の設置に向けた準備・協議等 

R元 
旭市学校再編計画策定委員会設置 

第 1～8回旭市学校再編計画策定委員会会議 

R2 

第 9～13回旭市学校再編計画策定委員会会議 

パブリックコメントを実施（素案）（R3.1.15～1.29） 

学校再編計画の報告書を市長に提出 

R3 

旭市学校再編基本方針を発行（6月） 

旭市校長会に説明（12月） 

旭市ＰＴＡ連絡協議会に資料配布（1月） 

R4 

旭市ＰＴＡ連絡協議会等の関係機関に説明（5月～2月） 

(仮称)干潟地域小学校の再編 

 ・各小学校で保護者説明会の開催（11月・12月） 

 ・保護者アンケートの実施・集計（12月～1月） 

 ・地域説明会の開催（2月） 

 

  

（２） 

（３） 
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（２）旭市学校のあり方検討委員会（H28.7～H30.3） 

①委員構成 

学識経験者 

地域住民代表（各中学校区） 

校長代表 

保護者代表（各中学校区） 

教育委員会が必要と認める者 

合計 

3名 

5名 

4名 

5名 

1名 

18名 

②会議開催 

 開催日及び場所 主な議題 

第 1回 
H28.7.20 

旭市海上支所 

会議の運営方法について 

検討委員会設置の経緯について  

第 2回 
H28.11.21 

旭市海上支所 

児童生徒数・学級数について 

学校の現状について 

第 3回 
H29.2.16 

海上公民館 

近隣自治体の学校の適正規模の基準について 

小学校中学校の適正規模について 

第 4回 
H29.8.8 

海上公民館 

小中学校の適正配置について 

意見交換 

第 5回 
H29.10.12 

海上公民館 

第４回会議における意見内容の確認について 

小中学校の適正配置について 

第 6回 
H30.1.30 

海上公民館 
提言書（案）について 

 
H30.3.16 

教育長室 
旭市学校のあり方検討委員会の提言書を教育長に提出 

③提言書の概要 

 【適正規模】小学校、中学校ともに１２～１８学級 

  ・小学校は多様な考えの中で社会性や協調性を培いお互い切磋琢磨できる環境 

  ・中学校は様々な人間関係に配慮した学級編成や教科指導を充実させる教員配置、部活動や学校

行事において切磋琢磨する環境 

 【適正配置】小学校、中学校ともに１２～１８学級を念頭に配置を検討していく 

  ・ただし、単に学校の規模だけでなく学校をとりまく様々な現状や児童生徒数の将来予測など

長期的な視点から良好な教育環境と適正規模を安定的に維持できることを念頭に置く必要

がある 

 【検討を進めるにあたって】 

  ・児童生徒数の将来推計や学校施設の健全性を踏まえ、児童生徒や保護者、地域からの期待に

応えられる魅力的な学校とするように努める。また統合により児童生徒への配慮、保護者や

地域の方々へ丁寧な説明を行い、十分に理解を得られるように努める。 
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（３）旭市学校再編計画策定委員会（R元.7～R3.3） 

①委員構成 

副市長 

教育委員 

学識経験者 

地域住民を代表する者 

保護者を代表する者 

公募による市民 

市職員 

合計 

1名 

1名 

2名 

1名 

2名 

1名 

3名 

11名 

②会議開催 

 開催日及び場所 主な議題 

第 1回 
R元.7.29 

旭市役所 

市内の学校の現状について 

行政施設の管理計画等について 

第 2回 R元.10.2 市内小中学校４校の視察 

第 3回 
R元.10.30 

海上公民館 

再編例の提示、説明 

再編計画の方向性について 

第 4回 R元.11.26 香取市立山田小学校の視察 

第 5回 
R元.12.19 

海上公民館 

学校の 改築事業費等について 

再編パターン等について  

第 6回 R2.1.29 成田市、佐倉市の視察 

第 7回 
R2.2.18 

海上支所 

第５回会議の再編パターンについて 

学校再編パターンについての意見のとりまとめ 

第 8回 
R2.3.27 

旭市役所 

市内の学校施設と地域の状況等について 

中学校の再編計画案について 

第 9回 
R2.6.26 

海上支所 

児童生徒数と部活動の状況について 

学校再編計画案について 

第 10回 
R2.7.31 

干潟公民館 

学校施設の活用について 

学校の再編計画案について 

第 11回 
R2.10.2 

海上支所 

学校施設の建築費用について 

学校の再編計画案について 

第 12回 
R2.11.2 

海上公民館 

第一中学校と第二中学校の比較 

学校の再編計画案について 

第 13回 
R3.2.12 

海上支所 

パブリックコメントの意見について 

旭市学校再編計画（案）の修正案について 

 
R3.3.23 

旭市役所 
学校再編計画の報告書を市長に提出 
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【参考】干潟中学校敷地の活用を検討した経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検討①】敷地の活用 

〇立地的に地域の中心にある 

〇敷地が広い 

 ●土砂災害警戒区域に挟まれている 

 ●校舎が古く建て替えが必要 

 ●統合小で活用する場合、中学校の移転を

待つ必要がある 

【検討②】小中一貫 

〇立地的に地域の中心にある 

〇迎えのしやすさ・安心感がある 

 ●７～９年生（中学生）で単学級が発生し 

  基本方針の下限を下回る 

 ●中学校の規模は変わらないため、 

  部活動などの制約が解消されない 

【参考】成田市立下総みどり学園 

・全校生徒数：375 人（R5） 

・敷地面積：39,631 ㎡ 
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古城小学校 土砂災害対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現在の状況】 

・令和５年３月 千葉県北部林業事務所職員と現況を確認。 

        今後の対策については、法面の除草後に検討。 

         

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の対応】 

・令和６年度 法面の除草を行い、法面の状況が確認できるようにする。 

       その後、再度北部林業事務所と対策を検討。 

 

体育館東側法面 体育館北側法面 



資料４
旭市学校再編地域検討会議資料

小中一貫教育・義務教育学校について

①義務教育学校 ②小中一貫型小学校・中学校

修業年限 9年（前期課程6年＋後期課程3年） 小学校6年、中学校3年

教員体制 1人の校長、1つの教職員組織 それぞれの学校に校長、教職員組織

教員免許
原則小学校・中学校の両免許を保有
※当面の間は小学校免許で前期課程、中学校免

許で後期課程の指導が可能

所属する学校の免許を保有

標準規模 18学級以上27学級以下 小・中それぞれで12学級以上18学級以下

通学距離 おおむね6km以内
小学校はおおむね4km以内
中学校はおおむね6km以内

設置手続き 市町村の条例 市町村教育委員会の規則等

小学校と中学校の校舎が同一敷地または隣接する敷地に別々に設置されている

③施設分離型

小学校と中学校の校舎が隣接していない異なる敷地に別々に設置されている

（１）小中一貫教育とは
　小・中学校段階の教員が目指す子供像を共有し、9年間を通じた教育課程を編成し、系統的な
教育を目指す教育

（２）義務教育学校と小中一貫型小学校・中学校の比較

（３）施設形態の分類

①施設一体型

小学校と中学校の校舎の全部または一部が一体的に設置されている

②施設隣接型

引用：小中一貫した教育課程の編成・実施に関する手引き／文部科学省

- 1 -



（４）小中一貫教育のメリット、デメリット

【メリット】

・中１ギャップの解消

・幅広い年齢層での交流が可能

【デメリット】

・人間関係の固定化

・小学校高学年のリーダーシップが養われない

（５）県内導入例

義務教育学校

・市川市立塩浜学園　　　　　・成田市立下総みどり学園　　　

・成田市立大栄みらい学園　　・八千代市立阿蘇米本学園

小中一貫型小学校・中学校

・市原市立加茂学園　　　・鴨川市立長狭学園　　　・流山市立おおたかの森小中学校

・館山市立房南学園　　　・君津市立周南小中一貫教育校（施設分離型）

・長期的な教育が可能
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事例紹介（香取市立山田小学校） 

１．香取市学校再編状況（香取市学校等適正配置計画実施プラン（第二次改訂版）抜粋） 
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２．山田小学校の概要 

 ・平成２５年度より旧山田町５小学校で検討開始   

・平成３１年４月開校（敷地面積：24,819 ㎡） 

 

３．スクールバスについて 

 

 ・乗車人数、ルートを踏まえバスの大きさを決定し、市で購入（国の補助金を活用）して運行委託 

 ・スクールバス利用対象児童：学校から自宅までの通学距離が２ｋｍ以上となる児童 

※利用料金は無料 

 ・運行本数 

  登校時：1 便 下校時：２便 計３便運行  ※一斉下校の際は１便 

 ・乗務員：運転手、添乗員１名（スクールバスの運行委託業者が手配） 

 ・時刻表：別紙のとおり 

 ・バスルート、バス停の決定方法：準備委員会の通学部会で決定 

 ・欠席の連絡方法：同じバス停に乗る人に伝えるか保護者がバス停まで行って伝える。 

  連絡が間に合わない場合もバスは定時に出発する。乗降確認は名簿でチェックしている。 

  児童の降車後、運転手と添乗員が清掃作業をしつつ全座席の確認をしているため、降ろし忘れは無

い。 

 ・下校時間の連絡：毎月学校から下校時間を通知 

  

児童生徒数の実績・推計（香取市ホームページより）

R5 R6 R7 R8 R9 R10

児童数 301 278 270 256 238 210

学級数 11 11 11 11 10 9

生徒数 168 174 166 171 156 163

学級数 6 6 6 6 6 6

　※令和５年度は実績値（R5.5.1現在）

　※令和６年度以降は住民基本台帳人口（R5.4.1現在）

学校名

山田小学校

（参考）

山田中学校
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 ・運行ルート図（４方面１３ルート） 
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良かった

35%

どちらかと言えば

良かった

26%

どちらとも

言えない

19%

どちらかと言えば

良くなかった

11%

良くなかった

5%

未記入

4%

４．山田小学校 統合後のアンケート結果（抜粋） 調査期間：R 元.12.6～12.16 回答数：237 

【質問】学校が統合したことについて、どのように思いますか。 

〔児童〕                   〔保護者〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問】統合に向けて心配していたことは、解消されましたか。 回答数：155 世帯 

 〔具体的な心配事〕友人関係・環境変化・学校運営・通学（バス・徒歩）・保護者交流 

 

 

 

 

 

【質問】統合前と比べて、どのように思いますか。 

多くの友達と触れ合えている 学習意欲が高まった 社会性を身につける機会が増えた

そう思う 164 34 58
どちらかと言えばそう思う 60 88 88
どちらとも言えない・分からない 9 69 66
どちらかと言えばそう思わない 0 16 12
そう思わない 2 26 9  

【自由意見（抜粋 概要）】 

良かったこと 悪かったこと 

・新しい学校で生活しやすくなった 

・多くの人と触れ合い、学ぶ機会が増えた 

・考え方の幅が広がった、社会性が高まった 

・競争心が芽生え切磋琢磨できている 

・先生方も個性にあわせて対応してくれる 

・規模が大きくなり学校との距離感を感じるが学  

 校開放で見る機会があり安心できる 

・中学と同じジャージになって経済的 

・部活を選べるようになった。運動会でマーチン

グが楽しみと言っていた 

・子どもたちの顔と名前が覚えきれない 

・一人ひとりとの付き合い方が難しくなった 

・学校との距離感を感じて少し寂しい 

・学校との連絡が取りづらい 

・色々な地域行事が無くなってしまった 

・人数が多くなったため意見が言いづらい 

・別学年との交流が減ってしまった 

・バス通学で体力の低下が気になる 

・PTA 活動への関わりが薄くなった 

・小、中が同一敷地にあるメリットが見えない 

 

良かった

18%

どちらかと言えば

良かった

27%

どちらとも

言えない

35%

どちらかと言えば

良くなかった

13%

良くなかった

5%

未記入

2%

87 人 

64 人 

46 人 

27 人 

12 人 
9 人 

44 人 

63 人 
83 人 

30 人 

12 人 
5 人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

解消された

まあまあ解消された

あまり解消されていない

解消されていない

未記入

27％ 

42 人 68 人 27 人 15 人 3 人 

44％ 17％ 10％ 2％ 
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良かった

80%

どちらかと言えば

良かった

14%

どちらとも言えない

5%

どちらかと言えば

そう思わない

1%

５．水の郷小学校 統合後のアンケート結果（抜粋）調査期間：R４.10.3～10.17 回答数：63 

【質問】学校が統合したことについて、どのように思いますか。 

〔児童〕                  〔保護者〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【質問】統合に向けて心配していたことは、解消されましたか。 回答数：155 世帯 

 〔具体的な心配事〕友人関係・環境変化・学力低下・保護者交流 

 

 

 

 

 

【質問】統合前と比べて、どのように思いますか。 

多くの友達と触れ合えている 学習意欲が高まった 社会性を身につける機会が増えた

そう思う 68.2% 22.2% 41.3%
どちらかと言えばそう思う 25.4% 22.2% 34.9%
どちらとも言えない・分からない 3.2% 39.7% 12.7%
どちらかと言えばそう思わない 0% 6.3% 4.7%
そう思わない 1.6% 6.3% 3.2%  

【自由意見（抜粋 概要）】 

良かったこと 悪かったこと 

・友達が増えて楽しそう 

・人数が増えてよい刺激になっている 

・それぞれの地域の行事を取り入れて楽しみを 

増やしてほしい 

・守ってくれる友達ができて本人も強くなった 

・PTA 役員を無理にやる必要が無くなった 

・統合前の交流会のおかげでスムーズに慣れる 

ことができた 

・今までできなかった遊びやスポーツができる 

ようになった 

・新しいルールをみんなで作ることが新鮮に感じ

た。意見をしやすい 

・行事が削減されたり、内容が大きく変更された 

・保護者交流がまだ少なく誰かわからない 

・体操服の指定があり費用がかかった 

・黄色い帽子は無くなったほうがよかった 

・香取小も一緒に統合したかった 

・先生がガラッと変わって少し寂しい 

・学校との距離感を感じて少し寂しい 

・バス通学で車酔いをする 

・運動会の全校リレーが無くなって残念 

・学校の名前、校歌が変わったこと、バスの都合

で下校時間が早くなり、休み時間が減ったこと

は本人は嫌な様子 

良かった

68%

どちらかと言え

は良かった

24%

どちらとも言えない

8%

63 人 

11 人 

4 人 

1 人 

43 人 

15 人 

5 人 

良くなかった：0 人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

解消された

まあまあ解消された

あまり解消されていない

無回答

56.5％ 26.1％ 13.0％ 4.4％ 

どちらかと言えばそう思わない：0人 

良くなかった：0 人 

水の郷小学校（R4 開校） 

※津宮小と大倉小が統合 

児童数（R5.5）：１０５名 ６学級 
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事例紹介（学校の跡地活用） 

１．近隣市町村の学校跡地活用事例 

市町名 旧学校名 活用概要 運営者 

多古町 旧常盤小学校 グランピング施設（TACO GLAMP） ㈱HAMIRU［市川市］ 

東庄町 
旧東城小学校 ドローン資格教習所 

（一社）国際ドローン協会 

［東京都］ 

旧神代小学校 老人ホーム ㈱プリーズ［東庄町］ 

旧石出小学校 学び・創造・情報発信施設 

（一社）オンラア未来会議［東庄町］ 

アカデミックリソースガイド㈱ 

［横浜市］ 

銚子市 旧銚子西高等学校 

旧猿田小学校 

スポーツ合宿所 

さるだ学集館 
㈱銚子スポーツタウン［銚子市］ 

旧銚子六中学校 地域活性イベント施設 六中地域活性化委員会［銚子市］ 

横芝光町 旧南条小学校 キャンプ場（CAMPiece 横芝光） ㈱運動会屋［東京都］ 

山武市 
旧日向小学校 馬事学校 

㈱SBMplus［東京都］ 

㈱馬事学院［山武市］ 

成田市 旧豊住中学校 地域交流施設 成田市施設 

旧東小学校 地区運動施設・パークゴルフ場 成田市施設 

旧小御門小学校 
児童発達支援・放課後等デイサービス 

人工光型農場 

㈱フォーリーフナゲット［成田市］ 

㈱クローバーホーム［成田市］ 

久住第二小学校 簡易宿泊所（Ready to Flight!NARITA） リオン不動産㈱［東京都］ 

 

【跡地活用までの主な流れ】 

  ①活用方法の検討（立地・築年数など） 

  ②情報発信・サウンディングの実施（市ホームページ・マッチング事業など） 

  ③活用希望者から事業提案 

  ④提案内容の検討 

  ⑤活用決定 

    

  ※①③④のいずれかで、地域の意向調査を実施 

  ※実際の事務スケジュールは旭市役所関係部署と調整し決定する 

  



- 2 - 

２．未来につなごう みんなの廃校プロジェクト 

 文部科学省が平成２２年より立ち上げたプロジェクト。 

 全国の廃校施設情報の公表等を通じて、廃校を「使ってほしい」地方自治体と、廃校を「使いたい」事

業者等への情報発信・マッチングを行っている。 

 

文部科学省「廃校活用事例集」抜粋 
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